
（別紙様式例３）

公表日： 2021年 12月 28日 事業所名： ぽれぽれウインカル

はい
どちらと
もいえな

い
いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらともいえ
ない

いいえ わからない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

○
定員に対し適切なスペースを確保で
きている。

81% 3% 0% 16% ・室内を見たことがない。
スペースに応じた活動人数を適切に
考えていきます。

2 職員の適切な配置 ○
配置基準より1名以上多く保育士を
配置している。

69% 3% 0% 28%
より手厚い支援のため、職員の適切
な配置を今後も行います。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

○

部屋を目的別に仕切る構造化、視
覚的にわかりやすい工夫など障が
いの特性に応じた環境整備、バリア
フリー化を行っている。

88% 0% 0% 12%
・児童発達の入り口の段差を直してほしい。通所のたびに段差でびっくりしていま
す。ゴムとかを敷いてほしいです。

保護者からのご意見をもとに業者と
確認し改善予定です。今後も障がい
の特性に応じた、誰もがわかりやす
い環境整備、バリアフリー整備に努
めます。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

〇

掃除や消毒等をこまめに行い、清潔
で快適に過ごせるよう努めている。
コロナ禍でもあり、湿度等にも気を配
りながら消毒や換気は徹底してい
る。

94% 0% 0% 6%
清潔の維持、適切な生活空間の確
保を行っていきます。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

〇
毎月職員会議を行い、事業所の課
題解決に向けた取り組みを行ってい
る。

今後も毎月の職員会議において意
見交換の機会をつくります。PDCAサ
イクル、業務改善結果を記録に残し
ます。

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

○
第三者による外部評価を実施できて
いない。

今後、実施に向け検討していきま
す。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会
の確保

〇
法人研修、内部研修実施および外
部研修参加を年間通して行ってい
る。

内部研修の年間計画を作成し、毎月
1回内部研修を実施します。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

○
状態の観察およびご本人・保護者か
らの聞き取りを行い個別支援計画を
作成している。

88% 9% 3% 0%

面談を丁寧に行いニーズや課題を
明らかにして計画を作成します。ア
セスメント結果をご家族、職員が共
有できるようにします。

2

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

○
ガイドラインを基に支援項目を設定
するようにしている。具体的な支援
内容・手だてを記載している。

88% 9% 0% 3%
ガイドラインに沿った支援項目の設
定を行い、計画に明記するようにし
ます。

3
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

○
個々の状況に応じて個別活動・集団
活動を組み合わせ、計画を作成して
いる。

引き続き個々の状況に応じて活動を
設定し、計画を作成していきます。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

○

計画を基に毎回支援を行い記録す
るとともに、送迎時に実施内容をご
家族に伝えている。毎年参観日を実
施し支援の様子を見ていただき説明
する機会を設けている。

85% 6% 0% 9%

引き続き適切な支援実施に努めると
ともに、記録の開示や参観日の開催
等行い、実施状況が見えるようにし
ていきます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案 〇

活動プログラムの年間・月間計画を
職員会議で立案している。日々の
ミーティングでも細やかに調整してい
る。

今後も活動プログラムの立案に職員
全員が参加できるようにしていきま
す。

6
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

○
季節を感じられる活動を意識し、日・
週替わりで余暇活動を設定する等
の工夫を行っている。

60% 9% 0% 31% ・入所したばかりなので、まだ分かりません。

活動プログラムを計画的に策定し毎
月のおたよりで周知するとともに、来
所時に申し送りにて当日の活動をご
確認いただけるようにします。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

事業所の現状評価 保護者の方の評価 (配布数66件、回答数32件)
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目
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事業所の現状評価 保護者の方の評価 (配布数66件、回答数32件)
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

7
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

○

年間通して、児童発達支援と放課後
等デイサービスで時間帯を分けて
サービス提供しているため、長期休
暇でのきめ細やかな支援が難しい。

長期休暇には普段経験できないよう
なプログラムを入れるなど、工夫をし
ていきたいと思います。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹
底

○
役割分担表を作成しているほか、職
員ミーティングを毎朝実施し当日の
支援内容を確認している。

今後も引き続きミーティングでの周
知・確認を徹底していきます。

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの
情報の共有化

○

終了後に支援のフィードバックを行
い保育日誌やケース記録に残して
共有するとともに週1回カンファレン
スを行い振り返りを行っている。

保育日誌、ケース記録、カンファレン
ス記録の共有を徹底するとともに、
毎朝のミーティングでも前日の振り
返りを行うようにします。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

○

個別支援計画に基づいた支援を
行ったかどうかを検証できる記録様
式になっており、児童発達支援管理
責任者が支援現場と記録を確認して
支援の検証を行っている。

記録の徹底、支援の検証・改善を継
続していきます。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画の見直し

○
半年に最低1回のモニタリングと見
直しを行っている。

より丁寧なモニタリングの実施がで
きるようにしていきます。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい
者による障害児相談支援事業所のサービ
ス担当者会議への参画

○
管理者、児童発達支援管理責任者
が参画している。

ご利用者の状況が最もよくわかり説
明もできる職員の参画を行っていき
ます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制の整備

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援の
ため、保育所や認定こども園、幼稚園、小
学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

○

園や学校への移行のためのケース
会議に参加したり状況や支援につい
て書面でお伝えするなど情報共有を
図っている。

今後も積極的に情報共有に努めて
いきます。

5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

○

生活介護事業所、就労継続・就労移
行支援事業所への移行時には、見
学に来ていただいたり移行先へ訪問
したりし情報共有を行っている。

今後も積極的に情報共有に努めて
いきます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携や、専門機
関での研修の受講の促進

○

普段から連携し助言いただくほか、
児童発達支援センターとは月1回の
連絡会を設けている。研修も積極的
に受講させていただいている。

さらに連携を強化し、研修で専門的
な知識を身につけられるよう努めま
す。
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7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

○

児童発達支援の場合、地域の子育
て支援事業の行事に参加させてい
ただいたり公園で地域のお子さんと
かかわったりする機会を設けている
が、今年はコロナ禍で実施できてい
ない。利用者の特性も考慮し交流の
機会を積極的に提供することは行っ
ていない。

22% 9% 22% 47%
保護者のニーズ調査を行い、交流
の機会を設けていくことを検討しま
す。

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

○

月１回の事業所開放日では地域の
親子に遊びに来ていただき子育て
や発達の相談を受けたり、お祭りや
展示会などに地域の方々を招待した
りしている。

より一層地域の方々とのつながりを
大切にし、機会を見つけて交流がで
きるようにしていきます。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

○

契約時には重要事項説明書にて詳
しく説明させていただいている。利用
時には担当職員よりその日の支援
を申し送りする時間を設けている。

88% 9% 0% 3%

当日の活動内容を連絡ボードで確
認していただけるようにし、それに加
えてお子様の様子がどうだったかお
伝えできるようにしていきます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

○
計画作成時は計画書を見ていただ
きながら説明を行っている。

88% 6% 0% 6%
支援内容をご家庭と共有できるよ
う、一層努めていきます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング
等の支援の実施

○

個々のケースに対応している他、年
1回参観日と保護者向けの勉強会を
開催しているが、ペアレント・トレーニ
ングのようにプログラム化された支
援はできていない。

25% 19% 6% 50%

支援者がペアレント・トレーニングを
初めとする家族支援に関する研修
に参加しスキルアップを目指すととも
に、定期的に保護者支援プログラム
を行っていきます。

4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

〇
その日の支援内容や様子をお伝え
する時間を設け、状態や課題を共有
できるようにしている。

85% 6% 6% 3%
ご利用時には支援者から積極的に
お声かけして機会を設け、状態や課
題を共有できるよう工夫します。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談への適切な対応と必要な助言の実施

〇

年2回の定期面談の他、随時個別相
談や連絡ノートにて相談を受け支援
を行っている。今期はコロナ禍のた
め定期面談ができていない。

78% 3% 3% 16%
相談のきっかけがつかめるようには
たらきかけを行い、気軽に相談して
いただけるようにします。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

○

父母の会はないが、参観日や行事
等で保護者同士の交流ができる機
会を設けている。毎年開催していた
座談会がコロナ禍でできず、代わり
に毎月のおたよりの中で他の保護
者に悩みを聞いてもらう企画を行っ
ている。

31% 19% 19% 31%
・コロナ禍で集まることはできませんが、おたより座談会はとても良かったです。
子供の発達のこと、生活の悩みなどでこんな時代ですが、同じ悩みの方がいるんだ
と心強く感じました。

定期的な保護者向けの勉強会や交
流サロンを計画し、保護者同士の交
流ができる機会を増やしていきま
す。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対応

〇

重要事項説明書にて対応体制を周
知している。意見箱を設置し、頂い
た意見や苦情および対応を毎月の
おたよりで公表している。

44% 9% 3% 44%

苦情受付窓口と対等体制の周知徹
底を図るとともに、頂いたご意見や
苦情には速やかに対応していきま
す。また保護者が意見を出せる機会
を設けていきます。

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

〇
視覚的な方法を有効に使い、誤解
のないように配慮を行っている。

75% 9% 3% 13%

お子さんへの視覚的な情報伝達を
引き続き丁寧に行うとともに、保護者
にお伝えする場合もわかりやすく工
夫していきます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ど
もや保護者への発信

〇
事業所では毎月おたよりを送付し活
動や行事予定等の情報発信してい
る。

63% 19% 3% 15%

引き続きおたよりへの活動や行事予
定の掲載、活動の様子の写真を掲
示など、発信の工夫をします。今後、
法人のホームページもリニューアル
予定です。
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10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 ○
個人の情報・記録等は適正に管理
し、外部との情報共有についても事
前に同意をいただいている。

88% 3% 0% 9%

お預かりした書類等個人情報の取り
扱いマニュアルを職員間で周知・徹
底し、引き続き個人情報の適切な管
理を徹底します。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

〇

マニュアルは策定されているが、周
知や活用、見直しが不十分である。
現在、内容を見直し改めて周知でき
るよう整備中。

53% 13% 3% 31%

早急にマニュアルの見直し、整備を
行っていきます。ファイリングし、誰も
が確認できるようにした上で周知を
行います。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

○
年2回以上の避難訓練を実施し保護
者にも周知している他、職員に対し
防災に関する研修を行っています。

34% 6% 0% 60%
訓練の実施予定や結果について、
おたよりや事業所内の掲示を行い、
さらに丁寧にお伝えしていきます。

3
虐待を防止するための職員研修機会の
確保等の適切な対応

○

年1回、県の虐待防止研修に職員を
派遣し報告会や内部研修を行ってい
る。職員個々の行動を振り返る
チェックシートを定期的に記入し、虐
待防止の意識を高めている。

内部研修をより充実させていくように
します。職員個々の行動を振り返る
チェックシートを定期的に配布し面談
を行うなど一層の意識向上に努めま
す。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画への記載

〇

やむを得ず身体拘束を行う場合に
は法人で決められた手続きに沿って
対応することを職員全体に周知して
いる。

ケースが発生した場合に組織的な
決定やその手続きが明確になるよう
慎重に対応していきます。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

○

医師の指示書に基づき、保護者との
確認のもと対応している。重度のア
レルギーのあるお子さんに関して
は、緊急時も含めた対応マニュアル
を作成している。

引き続き、医師の指示書に基づいた
対応の徹底、マニュアル作成を行っ
ていきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

○
ヒヤリハット報告書は全職員で確認
し今後の改善を話し合っている。

定期的に事例集を基に支援や環境
を見直して共有を図ります。

非
常
時
等
の
対
応

非
常
時
等
の
対
応

（
続
き
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の
説
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・
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支
援


